
 

学 校 名 等 下呂市立竹原中学校 

実 施 日 時 令和元年１０月２１日（在宅取組は４月～１２月に４回） 

会 場 竹原中学校体育館・各家庭 

参 加 人 数 全校生徒（９６名）・保護者 

学習課題（分野） 「スマホ・ケータイ安全教室」・「わが家の約束」運動 

運営者の願い 

親子でＳＮＳの危険性について知り、安全な活用ができ
るようにしてほしい。そして、情報機器使用についての「わ
が家の約束」に取り組むことで、家族で過ごす時間を大切
にし、健康的な生活が送れるようにしてほしい。 

学 習 の 内 容 

＜取組＞  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
＜取組の成果＞ 
○家庭の実態に合った約束作りをしたことで、無理なく取り組むことができた。 
○母親委員会から保護者へ、生徒会健康委員会から生徒へと啓発したことで、相互
に協力、連携がとれた。その結果、情報機器使用についての約束が守れている生
徒が増えてきた。 
〇「取組用紙」への親のコメント記入により、親の意識が高まり、見届けにつなが
った。 

 

学校行事参加型＋講演会型＋在宅取組型（中学校） 

親子で共有する 
講演会での学び 

 

学びを共有し，家庭で

のコミュニケーションに

つながるように、親子が

並んで座り講演会に臨ん

だ。 

保護者間の情報交流 
 

 学級懇談会などにおい
て、約束運動の取組や情報

交流を行うことで、保護者

同士のつながりを大切に

した。 

 

「わが家の約束」 
運動の意識的な取組 

 

 

 

 

 

 

 

継続中の取組につい 

て、振り返りの時間を講演

後に設け、親子で改善に向

けての相談を親密に行う

ことができた。 

 

 

  

 
 

母親委員会による計
画的で積極的な活動 
 
◎情報機器の望ましい 

活用について、母親委

員会が中心となった取

組を、数年来続けてい

る。取組内容は毎年見

直し、改善しつつ継続

している。 

◎PTA総会や講演会時に

は、保護者役員が講話

や約束運動を通しての

願いを伝え、積極的に

リードした。 

 

「わが家の約束」運動 

 

講演会 
① 母親委員長挨拶「ＳＮＳの危険性を知り、正しく 

安全につき合えるように学びましょう。」 

② 講師：ＮＴＴドコモ 安全教室担当者 

◎個人情報を載せることの危険性 

◎ネット上で知り合った人を安易に信用しない  

◎使用のルールやマナーを守る 

◎困った時は、自分や友達同士で解決しようとするのではなく、保護者に相談 

③ 情報機器の使用についてのＬＰＯ活動（「わが家の約束」運動）を親子で振り返る 

 

 

 

 

  

＜保護者の感想＞ 
○親と子どもが同じ情報を共有し、家庭のルールづくりを再確認できたことが
とてもよかった。 
○情報機器をうまく活用することや、犯罪などに巻き込まれないようにするた
めに、正しい知識をもつことが大切だと感じた。 

 

保健だより「えがお」より 

 

＜生徒の感想＞ 

家族で決めた約
束なので、なるべ
く意識した。講演

会の時には約束を
見直し修正するこ
とができた。 

 

＜生徒の感想＞ 

情報機器の講
演会や授業など
を通して、自己管

理をすることに
気づき、意識する
ことができた。 

＜生徒の感想＞ 
１２月はテスト期間中の取組だ

ったこともあり、テストの点数も上

がった。 

 ＜保護者の感想＞ 
○家族で決めた約束なので、子どもに声をかけやすかった。 
○「夜９時までに使用をやめる」という昨年度の約束は、なかなか守れなかっ
たが、今年度は家族で決めた約束だったので、子どもも意識して取り組むこ
とができた。 
○学校から取組のお知らせメールが入り、子どもに声掛けすることができた。 

ＬＰＯ活動（ライフ・プラン・オペレー
ション活動）＊家での生活を自分で計画
する、生徒会を中心とした取組 


